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１．2025年９月期第１四半期の連結業績（2024年10月１日～2024年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年９月期第１四半期 2,747 45.8 125 60.0 138 45.8 317 427.2

2024年９月期第１四半期 1,884 4.7 78 △66.9 94 △60.1 60 △87.7
(注)包括利益 2025年９月期第１四半期 322百万円( 449.5％) 2024年９月期第１四半期 58百万円(△88.1％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年９月期第１四半期 109.73 108.30

2024年９月期第１四半期 22.34 22.02

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年９月期第１四半期 14,245 5,724 39.6

2024年９月期 9,262 5,477 58.3
(参考) 自己資本 2025年９月期第１四半期 5,642百万円 2024年９月期 5,398百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年９月期 － 26.00 － 26.00 52.00

2025年９月期 －

2025年９月期(予想) 26.00 － 9.00 －
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

当社は、2025年３月31日を基準日として、同日最終の株主に対して2025年４月１日付けをもって株式１株につき３株
の割合をもって分割する予定でありますので、2025年９月期(予想)の期末配当金は、当該分割の影響を考慮しており
ます。年間の配当予想につきましては、株式分割の実施により単純合計ができないため、表示しておりません。な
お、株式分割前ベースでの年間配当金は１株当たり53円00銭であります。

３．2025年９月期の連結業績予想（2024年10月１日～2025年９月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,723 26.0 812 6.1 857 6.1 535 △14.3 61.64
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

当社は「２．配当の状況」に記載しましたとおり、株式分割する予定でありますので、１株当たり当期純利益は、当
該分割の影響を考慮しております。



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 1社（社名） ベニクス株式会社 、除外 ―社（社名） ―

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年９月期１Ｑ 2,895,200株 2024年９月期 2,895,200株

② 期末自己株式数 2025年９月期１Ｑ 76株 2024年９月期 76株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年９月期１Ｑ 2,895,124株 2024年９月期１Ｑ 2,697,600株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１.当四半期決
算に関する定性的情報(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください

・当社は、2025年３月31日を基準日として、同日最終の株主に対して2025年４月１日付けをもって株式１株に対し３
株の割合で株式分割する予定であります。従って「２．配当の状況」の2025年９月期(予想)の期末配当金及び
「３．2025年９月期の連結業績予想（2024年10月１日～2025年９月30日）の１株当たり当期純利益は当該分割の影
響を考慮しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における連結業績は以下のとおりであります。

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境が改善し緩やかな回復基調が続いて

おります。一方で、急激な為替変動や物価上昇及び米国の今後の政策動向、金融資本市場の変動等の影響など、先行

きは依然として不透明な状況が続いております。

このような状況のもと、当社グループは「交通インフラ事業」にて収益基盤を構築、事業の裾野を拡大し、「ファ

シリティ事業」で公営競技領域だけでなくファシリティ領域への事業規模拡大を図り、これらの技術、収益を基盤に

して「環境事業」を推進するべく取り組んでまいりました。また、本社機能として一部利用している賃貸ビル等の不

動産賃貸事業を中心とした「アセットマネジメント事業」にも取り組んでおります。

当社グループ成長戦略としてＭ＆Ａ・人材強化等の成長投資及び株主還元施策の実施を積極的に行った結果、販売

費及び一般管理費が増加いたしました。また、2024年10月にベニクス株式会社の株式を取得しグループ化したことに

伴う負ののれん発生益125百万円、及び保有不動産の売却による固定資産売却益189百万円を特別利益に計上しており

ます。

この結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高2,747百万円(前年同期比45.8%増)、営業利益125百万円

(前年同期比60.0%増)、経常利益138百万円(前年同期比45.8%増)、親会社株主に帰属する四半期純利益317百万円(前年

同期比427.2%増)となりました。

セグメント別の状況は、以下の通りであります。

なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同期比較については、

前年同期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。

＜ファシリティ事業＞

ファシリティ事業におきましては、大規模展示会、テレビスタジオなど幅広い場面で利用される防炎合板・各種合

板の加工製造・販売から、全熱交換機、空調給排水衛生設備の設計・施工・保守メンテナンスに関する事業及び公営

競技場におけるトータリゼータシステムの設計・製造・販売・機器設置・メンテナンスに関わる事業やAI（人工知

能）による競輪予想サービス等・警備・清掃等の運営業務に関する事業を行っております。

当第１四半期連結累計期間においてグループ化いたしましたベニクス株式会社は、防炎合板・各種合板の加工製

造・販売をとおして、業績に寄与いたしました。

以上の結果、セグメント売上高(外部売上高)は1,226百万円(前年同期比42.4%増)、セグメント利益は120百万円(前

年同期比58.8%増)となりました。

＜環境事業＞

環境事業におきましては、排水浄化処理及び水循環に関する事業及び再生可能エネルギー発電設備の設計、施工、

保守等業務並びに自社設備による売電に関わる事業を展開しております。当第１四半期連結累計期間において排水浄

化処理及び水循環に関する事業及び再生可能エネルギー発電設備の受注工事について共に順調に推移いたしました。

以上の結果、セグメント売上高(外部売上高)は279百万円(前年同期比54.2%増)、セグメント利益は47百万円(前年同

期比233.2％増)となりました。

＜交通インフラ事業＞

交通インフラ事業におきましては、高速道路を中心とした道路エンジニアリング・道路メンテナンスに関する事業

を展開しております。当第１四半期連結累計期間において主要顧客である高速道路運営事業者からの電気通信設備・

構造物の点検・保守、高速道路の維持管理等の業務が順調に推移しました。

以上の結果、セグメント売上高(外部売上高)は1,178百万円(前年同期比44.4%増)、セグメント利益は262百万円(前

年同期比42.8%増)となりました。
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＜アセットマネジメント事業＞

アセットマネジメント事業におきましては、賃貸等不動産及び不動産売買に関わる事業、経営コンサルティングに

関わる事業を展開しております。

当第１四半期連結累計期間において、新賃貸ビルの取得に伴う関連費用等の計上による影響もありセグメント利益

はマイナスとなりました。

以上の結果、セグメント売上高(外部売上高)は63百万円(前年同期比140.７%増)、セグメント利益は△39百万円(前

年同期はセグメント利益１百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末より4,983百万円増加して、14,245百万円となり

ました。

流動資産残高は、前連結会計年度末に比べて1,939百万円増加し、5,195百万円となりました。この主な要因は、現

金及び預金が733百万円、受取手形、売掛金及び契約資産が295百万円、棚卸資産が461百万円増加したこと等によるも

のであります。

固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べて3,043百万円増加し、9,049百万円となりました。この主な要因は新

賃貸ビルの取得によるものであり、これにより建物及び構築物が4,234百万円増加しましたが、減価償却累計額が779

百万円増加したこと等により有形固定資産が3,043百万円増加したこと等によるものであります。

繰延資産の残高は、前連結会計年度末に比べて0百万円減少し、0百万円となりました。

流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べて1,054百万円増加し、3,350百万円となりました。この主な要因は、

電子記録債務が105百万円、未払金が692百万円、１年内返済予定の長期借入金が150百万円、賞与引当金が68百万円増

加した等によるものであります。

固定負債の残高は、前連結会計年度末に比べて3,681百万円増加し、5,170百万円となりました。この主な要因は新

賃貸ビル取得に伴う資金調達を新たに行ったことにより長期借入金が3,531百万円増加したこと等によるものでありま

す。

純資産の残高は、前連結会計年度末に比べて247百万円増加し、5,724百万円となりました。この主な要因は、親会

社株主に帰属する四半期純利益317百万円、配当金の支払い75百万円により利益剰余金が242百万円増加したことによ

るものであります。

この結果、当第１四半期連結会計期間末における自己資本比率は、前連結会計年度末より18.7ポイント下降し、

39.6%となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

本資料に記載されている業績見通し等の将来予測に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 966,179 1,700,122

電子記録債権 115,851 258,922

受取手形、売掛金及び契約資産 1,677,269 1,972,643

棚卸資産 337,119 799,065

その他 159,254 464,568

流動資産合計 3,255,675 5,195,322

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,169,861 6,404,178

機械装置及び運搬具 1,860,481 2,227,776

工具、器具及び備品 802,530 821,327

土地 1,653,269 2,246,325

その他 1,479,813 89,360

減価償却累計額 △2,844,229 △3,623,776

有形固定資産合計 5,121,725 8,165,191

無形固定資産 187,249 188,352

投資その他の資産 696,903 696,088

固定資産合計 6,005,878 9,049,632

繰延資産 980 980

資産合計 9,262,534 14,245,935
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 539,119 531,328

電子記録債務 30,603 136,134

短期借入金 400,000 370,000

１年内償還予定の社債 57,000 57,000

１年内返済予定の長期借入金 484,791 635,074

賞与引当金 － 68,199

未払法人税等 99,946 148,352

その他 683,854 1,403,939

流動負債合計 2,295,313 3,350,027

固定負債

社債 58,000 58,000

長期借入金 911,671 4,443,194

退職給付に係る負債 51,232 68,639

資産除去債務 98,810 98,929

その他 369,726 502,192

固定負債合計 1,489,440 5,170,956

負債合計 3,784,754 8,520,984

純資産の部

株主資本

資本金 1,000,497 1,000,497

資本剰余金 911,608 911,608

利益剰余金 3,482,081 3,724,477

自己株式 △331 △331

株主資本合計 5,393,855 5,636,251

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,451 6,275

その他の包括利益累計額合計 4,451 6,275

非支配株主持分 79,473 82,424

純資産合計 5,477,780 5,724,951

負債純資産合計 9,262,534 14,245,935
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2023年10月１日
至 2023年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年10月１日
至 2024年12月31日)

売上高 1,884,780 2,747,426

売上原価 1,391,768 1,993,659

売上総利益 493,011 753,767

販売費及び一般管理費 414,546 628,249

営業利益 78,464 125,517

営業外収益

債務勘定整理益 8,563 －

保険解約返戻金 － 5,012

その他 10,903 12,817

営業外収益合計 19,467 17,829

営業外費用

支払利息 2,633 5,071

その他 579 162

営業外費用合計 3,213 5,234

経常利益 94,719 138,112

特別利益

固定資産売却益 － 189,855

負ののれん発生益 － 125,996

その他 － 8,718

特別利益合計 － 324,570

税金等調整前四半期純利益 94,719 462,682

法人税等 29,979 142,063

四半期純利益 64,739 320,619

非支配株主に帰属する四半期純利益 4,479 2,950

親会社株主に帰属する四半期純利益 60,259 317,668
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2023年10月１日
至 2023年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年10月１日
至 2024年12月31日)

四半期純利益 64,739 320,619

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △6,059 1,824

その他の包括利益合計 △6,059 1,824

四半期包括利益 58,680 322,444

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 54,200 319,493

非支配株主に係る四半期包括利益 4,479 2,950
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年10月１日 至 2024年12月31日)

税金費用の計算 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純
利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当
該見積実効税率を乗じて計算しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 2023年10月１日 至 2023年12月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

ファシリテ
ィ事業

環境事業
交通インフ
ラ事業

アセットマ
ネジメント

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 861,501 180,951 815,982 26,345 1,884,780 － 1,884,780

セグメント間の内部売上高
又は振替高

7,075 － 3,424 4,000 14,499 △14,499 －

計 868,577 180,951 819,406 30,345 1,899,280 △14,499 1,884,780

セグメント利益 75,987 14,227 184,115 1,377 275,707 △197,242 78,464

(注) １．セグメント利益の調整額△197,242千円にはセグメント間取引消去等100千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△197,342千円が含まれております。なお、全社費用の主な内容については、報告セグメン

トに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

当第１四半期連結累計期間(自 2024年10月１日 至 2024年12月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

ファシリテ
ィ事業

環境事業
交通インフ
ラ事業

アセットマ
ネジメント

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 1,226,474 279,010 1,178,516 63,425 2,747,426 － 2,747,426

セグメント間の内部売上高
又は振替高

5,653 356 3,608 4,255 13,872 △13,872 －

計 1,232,128 279,366 1,182,124 67,680 2,761,299 △13,872 2,747,426

セグメント利益 120,674 47,404 262,880 △39,531 391,429 △265,911 125,517

(注) １．セグメント利益の調整額△265,911千円にはセグメント間取引消去等△3,626千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△262,284千円が含まれております。なお、全社費用の主な内容については、報告セグ

メントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントの変更等に関する事項

当第１四半期連結会計期間より、従来「その他」に含まれていた事業セグメントである経営コンサルティングに関わ

る事業、不動産売買・賃貸等不動産等に係る事業について「アセットマネジメント事業」に含め、システム保守業務、

AI技術を活用したICTソリューションの提供に係る事業については「ファシリティ事業」に含めて表示しております。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後のセグメント区分にに組み替えた数値で記載

しております。

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2023年10月１日
至 2023年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年10月１日
至 2024年12月31日)

減価償却費 73,320千円 127,041千円

のれんの償却額 4,272 〃 4,721 〃

（企業結合等関係）

(取得による企業結合)

１．企業結合の概要

（1）被取得会社の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称 ベニクス株式会社（以下、ベニクス）

事業の内容 合板および木材類の加工販売

（2）企業結合を行った主な理由

当社は、社会インフラサービス企業として、公共性の高い４事業「ファシリティ事業・環境事業・交通イン

フラ事業・アセットマネジメント事業」を展開しております。

一方、ベニクスは、防炎用合板・各種合板の加工製造を行い、関東・東海・関西エリアを中心に全国の専門

商社、施工会社等に販売する合板の専門メーカーであります。同社は愛知県と三重県に自社工場を有してお

り、オリジナル製品である防炎物品（ベニボード）は、政令で定める基準以上の防炎性能を有し、防炎合板・

パネル市場において、大規模展示会、教育機関など幅広い場面で利用された実績を有する競争力のある製品が

強みであり、ベニクスの合板・パネル事業は将来性と高い収益性が期待できると判断しております。

ベニクスの強みである防炎用合板と当社の環境事業にて研究開発を進めている新素材との組み合わせによる

新たな製品開発を進めてまいります。また、ベニクスの事業成長に合わせた営業体制を維持・構築するため、

当社とのシナジーによって、優れた営業人材の確保、営業ノウハウの仕組化への投資、海外向け販売網の構築

等を進めてまいります。なお、事業セグメントではベニクスの合板・パネル事業がファシリティ事業の川上に

関わるため「ファシリティ事業」に属しております。ファシリティ事業の更なる市場拡大を図ってまいりま

す。

（3）企業結合日

2024年10月17日

（4）企業結合の法的形式

株式取得

（5）結合後企業の名称

変更ありません。

（6）取得した議決権比率

100%

（7）取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得するものであります。
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２．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

2024年10月１日から2024年12月31日まで

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金及び預金 1,080,000千円

取得原価 1,080,000千円

４．主要な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザリー業務に対する報酬・手数料等 1,800千円

５.負ののれん発生益の金額及び発生原因

（1）発生した負ののれんの金額

125,996千円

（2）発生原因

企業結合時における被取得企業の時価純資産が取得原価を上回ったため、その差額を負ののれん発生益とし

て計上しております。

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2023年10月１日
至 2023年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年10月１日
至 2024年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益 22円34銭 109円73銭

(算定上の基礎)

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 60,259 317,668

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
(千円)

60,259 317,668

普通株式の期中平均株式数(株) 2,697,600 2,895,124

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 22円02銭 108円30銭

(算定上の基礎)

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数(株) 39,242 38,055

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －
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（重要な後発事象）

（株式分割）

当社は、2025年２月14日開催の取締役会において株式分割による発行を行う旨の決議をしております。当該

株式分割の内容は、次のとおりであります。

１ 目的

株式を分割し、投資単位当たりの金額を引き下げることにより、より投資しやすい環境を整えることととも

に、投資家層の拡大を図ることを目的としております。

２ 株式分割の概要

（１）分割の方法

2025年３月31日を基準日として、同日付けの株主の所有する当社普通株式を、１株につき３株の割合をも

って分割いたします。

（２）分割により増加する株式数

株式分割前の発行済株式総数 2,895,200株

株式分割により増加する株式数 5,790,400株

株式分割後の発行済株式総数 8,685,600株

株式分割後の発行可能株式総数 10,000,000株（変更なし）

（３）分割の日程

基準日公告日 2025年３月14日

基準日 2025年３月31日

効力発生日 2025年４月１日

（４）１株当たり情報に及ぼす影響

前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定した場合における（１株当たり情報）の各数値は

それぞれ次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2023年10月１日
至 2023年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2024年10月１日
至 2024年12月31日)

１株当たり四半期純利益 7円45銭 36円58銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 7円34銭 36円10銭


